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はじめに

このドキュメントでは、Flow Sensor 4240ハードウェアアプライアンスで適切なキャプチャイン
ターフェイスを設定する方法について説明します。 

問題

Flow Sensor 4240モデルのキャプチャインターフェイスには2つのオプションがあります。  
4x10G Intelカードまたは2x40G Qlogic/Marvellカードのいずれかを使用するオプションがありま
す。設定が正しくない場合、トラフィックはeth1とeth2にミラーリングされますが、エンジンス
テータスはeth6とeth7の統計情報のみを表示します。  この場合、適切なキャプチャインターフェ
イスを設定する必要があります。



解決方法

Flow Sensor 4240は、4x10G Intelカードまたは2x40G Qlogic/Marvellカードで収集できます。

フローセンサーアプライアンスのローカルwebUIにアクセスします。  モニタリングインターフェ
イスの選択は、FlowSensorの詳細設定で変更できます。  モニタリングインターフェイスの選択
を変更すると、サービスが再起動します。



翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


